
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1１号 

埼玉県立所沢おおぞら特別支援学校 新座柳瀬分校 

進路だより   R８.１.16発行 

共に学び 絆を深め 互いに高め合う 
～ 笑顔 意欲 自信 ～ 

新座柳瀬分校 進路指導部 

あなたが変わったのは、なぜですか 

校長 多田 朋子 

 

高校内分校や職業学科には、やんちゃだったり、はずかしがったりとちょっぴり課題に気持ちが

向きにくい生徒がいます。ところが、あるとき別人のように真剣に取り組むようになることがあり

ます。そういうとき、私はこう聞くことにしています。 

「あなたが変わったのは、なぜですか？」 

 みなさんは、どんな答えが返ってくると思いますか。 

 

 とても不思議なのですが、ほとんどの生徒がはっきり答えます。それも、即答です。 

 「話を聞いてくれる先生がいるから、頑張ろうと思った」「友達ができて、負けたくないと思った」

はたまた「親が泣くのを見て、裏切ってはいけないと思った」なんて生徒もいました。 

 多いのが、「現場実習に行き、自分の課題が分かった」「この会社で働きたいと思った」「販売のと

き、製品が売れてうれしかった」「（地域清掃で）きれいにしてくれてありがとうと言われた」「おい

しかったと言われてうれしかった」という答えです。 

 

 これらは、自分以外の人との関わりの中から生まれる評価です。私は、ここに、高校内分校や職

業学科が生徒を伸ばす真髄（しんずい。一番大切なところのこと）があると思っています。 

 

 高校内分校や職業学科では、学校の中だけで学ぶのではなく、地域に出ていき、地域の人と関わ

りながら学ぶことをとても大切にしています。高校生との日々の交流はもちろんのこと、製品の販

売、地域清掃、デュアルシステム、地域の方との協働的な学びなどがこれにあたります。新座柳瀬

分校が取り組んでいる数々の学習もそうです。 

  

 人の役に立った、ありがとうと言われた、喜んでもらえた、という経験は人を支えるものです。

辛いことや嫌なことがあっても、１回の「ありがとう」で頑張れた、という経験は誰にでもあるの

ではないでしょうか。 

 だからこそ、学生時代には「ありがとう」と言われる経験をできるだけたくさんしてほしいと思

っています。大変だったけれど頑張ったら喜ばれた、という経験は、生徒たちが大人になって働く

ようになった時、必ず心の支えになると思うからです。特に学校外の方からの評価はとても意味が

あります。 

 もちろん、お礼を言われるために地域で活動しているわけではありません。きれいにしたい、お

いしいパンを食べてもらいたい、誰かの役に立ちたいという純粋な思いで一生懸命活動した結果相

手に喜ばれた。そのことを大切にしています。当然ですが、これらは先生たちの高い意識と丁寧な

準備があるからできることです。 

                   （裏面へつづく） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     後期のデュアルシステムがスタートしました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 このような、他者との関係の中で生まれる肯定的な評価を「自己有用感」と言います。似たような

言葉に「自尊感情（セルフエスティーム、自己肯定感とも）」がありますが、こちらは「私は私のま

までいい」というものです。「自己有用感」は他者の存在があってはじめて成り立つという点で、似

ているけれど異なります。 

 

 地域の人と関わって学ぶことが「自己有用感」を育て、「自己有用感」の育ちが生徒たちを変えて

いく。高校内分校や職業学科には生徒を伸ばすしかけがたくさんあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自己有用感」については… 

生徒指導リーフ 18「『自尊感情』？それとも『自己有用感』？」 

（文部科学省 国立教育政策研究所） 

をぜひご覧ください。 

 https://www.nier.go.jp/shido/leaf/leaf18.pdf 

1/14（水）に後期の「デュアルシステムによる職場体験」がスタートしました。１年生・２年生

全生徒が９カ所の体験先に分かれて、１月～３月まで計５回の体験を行います。１年生は前期（10

～12月）に続いてのデュアルシステムですが、それぞれ新しい場所での体験となります。２年生は

この１年間の現場実習の経験を経て約１年ぶりのデュアルシステムです。学年ごとに段階は異なり

ますが、それぞれの成長の姿を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

この職場体験を実施するにあたり、新座柳瀬分校はとても恵まれた立地にあると感じています。

学校の近くには商業施設、幼稚園・保育園、営業所や企業等が多くあり、いずれも徒歩または自転

車を利用して１０分程度での範囲内で体験先へ移動することができます。この“地の利”を生かし

ながら、個々のスキルアップだけでなく、各グループ、各学年、そして分校全体にとって実りある

取り組みとなっていくことを願っています。 

★２年生（新３年生）保護者向け進路説明会   １月２９日（木）１０：３０より 

★１年生（新２年生）保護者向け現場実習説明会 ２月２０日（金）１０：３０より 

 いずれも生徒ホール２F 研修室にて開催いたします。多くの皆様の御参加をお持ちしています。 

https://www.nier.go.jp/shido/leaf/leaf18.pdf

